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職員に「ポケット憲法」を携帯させていたエピソードは有名である。大阪では、
黒田了一大阪府政が誕生した。充実した地方自治を求めたものとして、杉原泰雄
『地方自治の憲法論』勁草書房、2002年、参照。
（60） 核爆弾による被ばく経験をもつ国民として核兵器の一層の利用および核拡散を
否定する意思を表す方式として有効に機能している。日本政府は、他の自治体が
同様の非核証明を求める方式を採用しようとしたときその動きをとん挫させたこ
とがある。
（61） 本事件の当事者である太田知事の最高裁での意見陳述が日本国憲法の権力分立
の意義をよく表している。徳田博人稿「沖縄と基地（）」井畑・渡名喜・仲山
編『憲法と沖縄を問う』法律文化社、2010年、38頁。最高裁は当該特別措置法を
合憲とし、県知事に代理署名を命ずる判決を下した（最大判1996年月28日民集
50巻号1952頁）。
（62） 特に、沖縄県知事代理署名拒否事件の最高裁における判決言い渡し時の最高裁
裁判官の行動は異様である。すなわち、裁判長は主文のみを読み上げただけで、
理由説明は読まず閉廷を宣言して退席した。続いて14人の裁判官も後を追うよう
に退席した。この間、分足らずだったとのことである。仲山忠克稿「コラム
代理署名訴訟」井畑・渡名喜・仲山、上掲書、2010年、43頁。筆者もかつて、時
と場所は異なるが、自衛隊イラク派遣違憲訴訟の裁判傍聴で同様の光景を目にし
た経験がある。各地で自衛隊イラク派遣違憲訴訟が展開されている時期に、山梨
の当該裁判を傍聴したときのことである。裁判は判決言い渡し日で、傍聴者も全
員着席して静かな中で待っていると、人の裁判官が少し足早な感じで入って来
て、着座も終わらない格好で主文のみを読み上げただけで閉廷しそそくさと退席
した。その間、明らかに分もかかっていなかった。入廷人目の裁判官などは
席にお尻を付けたかさえ定かでないような状況だった。筆者は、国側でも住民側
でもない立場で裁判傍聴に臨んだが、あの光景は「呆れかえるほどに惨めな司
法」という印象を持った。日頃憲法の授業で司法権の独立を説いているわが身が
虚しくなるほどだった。裁判官が退席したあと、イラクの現状の写真を手に持ち
ながら嘆いている原告の様子を見て、国側弁護人たちが薄笑いしたのを覚えてい
る。司法に夢を持つ学生には見せられない光景であった。
以 上
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